














１０月６日（日）東京農工大学本町農場の水田

で、第３回田んぼの学校を開催しました。朝９時か

ら昼頃まで、前回ハサかけした稲を脱穀し、籾を摺

って、玄米にする過程を機械と手作業で体験する

ほか、残った稲ワラで簡単なわら細工もします。当

日は曇りから雨が一時ぱらついてハウス内に作業

場の一部を慌てて移すひとコマもあり、本降りこそ

免れたものの、秋の天気の気まぐれに踊らされました。 

機械での脱穀は、電動と足踏みの２種。勢いよく回る歯

に乾いた稲穂を慎重に当てて、籾を落としていきます。足

踏みはタイミングがずれると逆回転してしまうので、四苦

八苦する姿も見られました。 

籾摺りは、殻を

こすり取って、玄

米 に す る 工 程 で

す。１回では籾殻

を取りきれないの

で、何度も機械に通して、玄米だけになったところで袋詰

めします。熱心に取り組む生徒の力もあって、この日は３

０kg の玄米が仕上がりました。 

  手作業

の体験は、

自 宅 で 育

ててきたバ

ケツ稲を無

駄にしないための学びでもあり

ます。お箸や指で籾をこき取っ

て、すり鉢でよくこすって（お米

が砕けず、適度に摩擦があるゴ

ムボールが最適）、籾殻を優しく

吹き飛ばして完成です。バケツ稲では２０００粒くらい実っ

た生徒もありましたが、それでちょうどお茶碗１杯なんです

よ、と説明があると「お米、大事に食べなくちゃ」というつぶ

やきがあちこちで聞かれました。 

一 升 瓶 に

玄 米 を い れ

て棒で突く精

米にもチャレ

ンジ。代わる代わる作業しますが一向に様子が変わりま

せん。何時間かやって五分搗きかな、と昔を知る農家さん。 

稲は捨てるところがない、ということで簡単なわら細工

講座も。「カタツムリに見えてきた！」「わらはかたかったけ

れど、楽しかった」。仕上がると皆、満面の笑みに。 

全３回の講座

は 今 年 育 て た

お 米 と 修 了 証

や優秀賞の授

与で終了です。

今回は生徒２３人、保護者など３２人、農工大耕地の会の

学生７人、わら工芸の講師３名、市職員３人、当会スタッフ

１７人、計８５人が参加。今年は、生徒４２名に対し、田植

え参加者は３６名、稲刈りは２６名と欠席が増えました。み

んなで１枚の田んぼを世話するので、何かで休んでも、次

の回は問題なく参

加できます。来年は

出席率が改善しま

すように！ 

（荒川 紀子） 

雨のぱらつく曇天。 

本降りにならず天に感謝！ 

耕地の会の学生さん、 

いつもありがとうございます！ 


